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ＯＨＢＹカード開発の背景①ＯＨＢＹカード開発の背景①

• ＣＤ－ＲＯＭによる職業情報ツール「ＯＨＢＹ」
の情報を、コンピュータのない環境でも提供しの情報を、 ン タのな 環境でも提供し
たい。

• 絵や写真を活用した職業情報ツールの多様な
展開を考えたい。

• できるだけ大勢の人にキャリアガイダンスを提
供したい。



ＯＨＢＹカード開発の背景②ＯＨＢＹカード開発の背景②

• 若年者を中心に、キャリアガイダンスを提供し
ようとしても、なかなか話ができにくい。ようとしても、なかなか話ができ く 。

–若者と何とかコミュニケーションをとりたい。

• キャリアガイダンスの成果をより自分のものと
して感じてほしい。

–検査結果を見て終わりではなく 自分の問題として–検査結果を見て終わりではなく、自分の問題として
考えてほしい。



海外の職業カードソート技法①海外の職業カードソート技法①

中心に海外 幅広く知 が• アメリカを中心に海外で幅広く知られていなが
ら、日本ではあまり普及していない技法。
– Tyler(1961) 価値観の測定技法をキャリアに導入
– Dolliver（1967） Kelly（1955）のパーソナルコンストラクト理論による理論的
根拠を与えた根拠を与えた

Slaney & MacKinnon Slaney(1999)• Slaney & MacKinnon-Slaney(1999)
–職業カードソート技法に関する先行研究のレビューを
行い、職業カードソート技法は、将来の進路選択を
予測し、進路未決定の状態を改善し、進路選択の
満足感を増加させると結論づける。



海外の職業カードソート技法②海外の職業カードソート技法②

• Zunker & Osborn(2002)
– カードソート技法を実施が容易で安価な技法としてカ ドソ ト技法を実施が容易で安価な技法として
取り上げ、活用方法が自由で様々なタイプのクライエ
ントに柔軟に活用できることを示している。ントに柔軟に活用できることを示している。

①未決定状態にある若者、②中高年、③女性、④障害者、

⑤検査が苦手がクライエント 等

–一般的なキャリアガイダンスに乗りにくい、より困難な問般 なキャリ イダ ス 乗り く 、より困難な問
題を抱える対象者に適した技法



海外の職業カードソート技法③海外の職業カードソート技法③

• 海外のカード式職業情報ツールは、テキスト情
報が中心。報が中心。

A photographer takes photographs

PHOTOGRAPHER

p g p p g p
with color or black-and white film.
He or she chooses a camera, lens,
film, shuter speed, and camera, p ,
angle that will give aslo develops
and prints the film.

海外のカード式職業情報ツールの一般的な例

海外のカード式職業情報ツールに関しては、日本ドレーク・ビーム・モリン株式会
社ライフキャリア研究所訳（2002）も参照のこと。



ＯＨＢＹカードの基本設計思想①ＯＨＢＹカードの基本設計思想①

Ｃ• ＣＤ－ＲＯＭ版ＯＨＢＹの絵や写真、文字情報
をカード形式で提示してはどうか。をカ ド形式で提示してはどうか。

– コンピュータのない環境でも（コンピュータが苦手な人でも） よコンピュ タのない環境でも（コンピュ タが苦手な人でも）、よ

り困難な問題をもつクライエントに対しても、職業情報を提供

できるのではないか。できるのではないか。

≒日本国内において、従来以上に多くの多様な対象層にキャリ

アガイダンスサービスを提供できるのではないか。



ＯＨＢＹカードの基本設計思想②ＯＨＢＹカードの基本設計思想②

• 簡単な職業興味検査の機能も付加して、動機
づけを高めてはどうか。けを高めてはどうか。

般に 職業情報ツ ルに共通する課題は なかなか見てく– 一般に、職業情報ツールに共通する課題は、なかなか見てく
れないこと

必要最低限の主要な職業に関しては 興味があってもなくて– 必要最低限の主要な職業に関しては、興味があってもなくて
も、職業情報にふれてほしい。

– 特に 職業レディネス（心理的な準備度）の低い若者には 職特に、職業レディネス（心理的な準備度）の低い若者には、職
業情報のpreviewingが有効である（室山，2002；下村，
2007）。



ＯＨＢＹカードの基本設計思想③ＯＨＢＹカードの基本設計思想③

• トランプのように扱いやすい枚数で、１人でも
複数でも遊べるようにしてはどうか。複数でも遊 るよう してはどうか。

１対１でも グル プでも 大人数でも 子ども• １対１でも、グループでも、大人数でも、子ども
にも、若者にも、中高年にも、工夫次第で
様々な活用ができるツールを作ってはどうか。







大学のキャリアガイダンス大学 キャリ イダ
における活用

• 大学３～４年生文系女子
大学生37名、大学１年

事後「あてはまる」という回答の多かった項目
（大学３～４年生文系女性）

平均値 SD大学生37名、大学１年
生理系男子学生40名の
２つのサンプルに対して、

平均値 SD
仕事がどんなふうに分類されるのか分かった 3.75 0.89
どんな仕事グループがあるのか分かった 3.73 1.00
自分の興味・関心がはっきりしてきた 3.59 1.09
自分が大切に思うこと（価値観）がはっきりしてきた 3.57 0.97
興味がある職業と同じ仲間の職業が分かった 3 55 1 02

試行実験を実施。

「仕事が な 分類され

興味がある職業と同じ仲間の職業が分かった 3.55 1.02
ある仕事の作業内容が分かった 3.55 1.09
自分の興味とあった仕事が分かった 3.52 1.02
改めて将来の職業を考えてみる気になった 3.52 1.13
いろんな仕事の役割が分かった 3.48 0.95
職業を選ぶ手がかりが得られた 3.41 0.84

– 「仕事がどんな風に分類される
のか分かった」

– 「どんな仕事グループがあるのか 平均値 SD
どんな仕事グループがあるのか分かった 3.95 0.72

（大学１年生理系男性）

分かった」

– 「自分の興味・関心がはっきりし
てきた」

んな仕事グ がある か分か
改めて将来の職業を考えてみる気になった 3.92 0.84
職業についてもっと調べたくなった 3.90 0.88
仕事がどんなふうに分類されるのか分かった 3.90 0.72
自分の興味・関心がはっきりしてきた 3.62 1.16
自分の興味とあった仕事が分かった 3.59 1.21
いろいろな仕事がどのように関連しているかが分か た 3 51 0 91いろいろな仕事がどのように関連しているかが分かった 3.51 0.91
自分の得意な分野（適性）がはっきりしてきた 3.44 1.07
職業を選ぶ手がかりが得られた 3.44 1.02
興味がある仕事が新たに増えた 3.36 1.18



ＶＰＩ職業興味検査との 致率ＶＰＩ職業興味検査との一致率
• ＶＰＩ職業興味検査の結果とおおむね一致（下村・吉田・石井・ＶＰＩ職業興味検査の結果とおおむね 致（下村 吉田 石井
菰田，2004）。
– カードソートで最も好きな職業として選ばれたカードとＶＰＩ職業興味検査で
最も得点が高かった興味類型の一致率は37.8%。

– カードソートとＶＰＩ職業興味検査の結果が一致した者は54.1%（左表参照）
。両者の一致率は統計的に有意であった（κ= 34 p< 01）。。両者の 致率は統計的に有意であった（κ .34，p<.01）。

– カードソートで「選択する」に選ばれた10職業の内訳とＶＰＩ職業興味検査の
順位相関係数の平均値は.47、中央値は.58だった (右図参照）。
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カード使用後の感想カード使用後の感想

今 職業 に く考 が 自• 今まであまり職業選択について深く考えていなかったが、自分
の興味が少しみつけられただけでもよかった。「選択する」の
所に芸術系が多く 興味が片寄っているのだなということがわ所に芸術系が多く、興味が片寄っているのだなということがわ
かった（３年生女子）。

• 今回の授業で自分が興味のある職業が改めてわかったような今回の授業で自分が興味のある職業が改めてわかったような
気がした。また、逆に、自分が嫌だと思っている職業が何なの
かわかった。（１年生男子）。

• やってみたい仕事がカードになっていてわかりやすかった。意
外な仕事も入ってきていた。こういうのもやってみたいという
発見があった。あと、いろいろな職業を知ることができてよ
かったと思う（１年生男子）。

面白か たです（３年生女子）• 面白かったです（３年生女子）。



カード式職業情報ツールの
理論的背景①

• 社会正義に向けたキャリアガイダンス
（Irving & Malik,2005）

• インクルージブ心理学（Blustein,2006）
社会的公正（ i l j ti ）に配慮したキャリアガイ–社会的公正（social justice）に配慮したキャリアガイ
ダンス

非競争主義的なキ リアガイダン–非競争主義的なキャリアガイダンス

• 情報格差が生じやすい周辺的な対象層に対
しても必要最小限の職業情報を提供することしても必要最小限の職業情報を提供すること
ができる。 詳細は、下村（印刷中）参照



カード式職業情報ツールの
理論的背景②

• ナラティブアプローチ（Cochran,1997等）
– クライエント側が主体的にキャリア観を構築することをクライエント側が主体的にキャリア観を構築することを
重視するアプローチ。≒クライエントが自らの言葉で
自分を主人公にした「キャリア物語」を作るのを助ける。自分を主人公にした キャリア物語」を作るのを助ける。

– 「キャリア・クラフト」（Amundson，2003）

• 職業カードソート技法などの投影法的な技法
は、クライエントが自らの言葉でキャリアに関す
る考え方を組み立てるツールとなる。る考え方を組み立てるツ ルとなる。

詳細は、下村（印刷中）参照



カード式職業情報ツールの
理論的背景③

キ リ ンストラクシ ン理論• キャリアコンストラクション理論（Savickas,2002）
– クライエントとカウンセラー間でキャリアを作り上げていく
プロセスを重視

– 「求職者と求人者といった個人間のプロセス」≒
「やりとり」の重視（榧野，2007）

使 に• カードを使用することによって、クライエントとの
「キャリアの対話」が促進される。
– 他人に将来の職業や自分の興味について話した経験が少ない若者も、
カードを活用することで、次第に話しはじめるプロセスがみられた。

直接 自分の職業やキ リアについて話をすることに抵抗がある若者も 職– 直接、自分の職業やキャリアについて話をすることに抵抗がある若者も、職
業カードについて話すのであれば抵抗が少ない。



カード式職業情報ツールと
キャリアガイダンス

• フリーター・ニート等の不安定就労の若者に象
徴される周辺的な対象層に対する支援。徴される周辺的な対象層 対する支援。

• 自らの言葉で、自らのキャリアを組み立てられ
るように働きかけるるように働きかける。

• 一人で考え込むのではなく、他人との適切な
関わりの中で、現実的な将来像を描けるよう
に支える。に支える。

職業カードソート技法には、日本のキャリアガイダンス環境の
現状 および そこで現在必要とされている支援に合致した理現状、および、そこで現在必要とされている支援に合致した理
論的背景がある。



他の若年者施策との関連性①他の若年者施策との関連性①



他の若年者施策との関連性②他の若年者施策との関連性②

• イギリスのＮＶＱ（National Vocational Qualification）
• 日本型デュアルシステム日本型デュアルシステム

• Yesプログラム
• ジョブパスポート

–体験型の職業訓練制度
認証型の若年者施策–認証型の若年者施策

– ポートフォリオ型キャリアガイダンス



他の若年者施策との関連性③他の若年者施策との関連性③



様々な対象層に対する
職業カードソート技法の展開

• 子ども
– 小学生以下の子どもに対する活用は 保護者（大人）がいな小学生以下の子どもに対する活用は、保護者（大人）がいな
いと難しい。

– 逆に、親子のキャリアに関する対話のためのツールとして使うこ逆に、親子のキャリアに関する対話のためのツ ルとして使うこ
とが可能。

• 中高年中高年

– 遊び的な要素のある投影法的技法であるため、固定化した
自らのキャリアに対する考え方を柔軟に解きほぐすのに有効。

• 職業情報の入手が難しい対象層
– 特別支援学校 へき地学校等 児童自立支援施設特別支援学校、へき地学校等、児童自立支援施設
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